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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 ベルタ・ロハス 

パラグアイのギタリスト。アナちゃんとはまた違ってカッコいいですね！ ちなみに、A.バリオスはパラグ

アイの作曲です。話の前半は、そのバリオスの話です。後半は、パラグアイとギター界の話。興味ある人に

は面白い話なのでしょうが、私には、今一つ興味がわかないです。んんん、・・・・おしまい。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 アンサンブル・トリコロール】  

フルート、マンドリン、そしてギターのトリオ。ギターは、松岡滋が担当。マンドリンとフルートは音域

が重なっているそうで、そのため編曲が難しいところがあるそうな。一度はきいてみたい組み合わせです。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：本木盛夫】 

インタビュー当時、スペインギター協会の会長に就任したギター界の重鎮のお一人。 

◼ レッスンで困ること。タブ譜で来られるとちょっと困る。ただ、タブ譜に慣れている人は耳がいいよう

だ。大学生の生徒で、「コユンババ」を上手に弾くのに楽譜が読めない、そんな人もいた。 

◼ タブ譜の弊害は、運指に対する能力が全く育たないこと。なぜ、このポジションが選ばれているか考え

ることは大事なのに、それができない。唯一、現代音楽では有効かと思いますが。 

◼ 夜型を朝型にかえると、暗譜がしやすくなりました。姿勢もバルエコのようにいい姿勢にすると指も動

くようになりました。そのおかげで、68 歳になって、CD 制作の話が来ました。ただ、大変な難産でし

た。女房の立会付きでした。 

◼ 自分の能力を過小評価せずに、自分の可能性を信じ絵前向きにやっていると物事は実現します。謙虚と

弱気は違います。練習は謙虚に、本番は大胆に。100 回練習するより、1 回のステージ経験の方が大事

です。人前で弾くのは大変なことですが、自分はスーパーマンなんだと自分に思い込ませてやった方が

いい。望みを捨てないで頑張りましょう。 

（yakateru :とても 66 歳の私には激励に聞こえました！！） 

 

【マエストロ養成講座 第１３回】  

ジュリアーニの「ミス・ベイリー」。今回は、練習曲ポイ、かつ、ハイレベルな大作の曲です。 

Guitar dream NO.１３(200８．１０)の紹介  by yakateru 



【非和声音のしくみ 第 2回：二橋潤一】 

◼ 現時点で NO12 が入手できていないので、第 1 回がわからない。恐らく、第 1 回目に経過音の説

明があり、この 2 回目では「刺繍音」の説明があっているのだろう。「刺繍音」とは、経過音によ

く似た非和声音で、経過音が順次進行を伴って別の音に進むのに対し、「刺繍音」は、元の音に戻

る働きをする音のことだそうです。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」：バージョンが変わり、今回からは 12 の練習曲プロジェクト。最初

は、アルペジオの練習で、佐藤氏オリジナルの結構ちゃんとした練習曲が掲載されている。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：「べサメ・ムーチョ」、エルガーの「愛の挨拶」のソロアレン

ジが掲載されている。この「愛の挨拶」の編曲バージョンは、結構よくできているのではと思います。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 13 回は、ポジション移動について解説しています。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第 13 号のメインは、そんなところでしょうか。 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 


